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ポ評
和
済
Ｆ
舗
〓
ｒ
み登
解
を
と
箸
復
先ヽ
祖
供
養
や
安

一
６２
・６
１
８
６
、

田
村
さ
ん
。
一

行
を
心
調
り
　
さ
ら
を
そ
理

ぎ学園利用者ら
清掃作業に汗

花と緑の公社の委託で
喜多 ・工業団地緑地帯

みずな
草取り

鹿
原

の
知
的
障
害
者
授

産

。
更
生
施
設

「
み
ず
な
ぎ

学
園
」
の
利
用
者
た
ち
が
、

四
日
と
五
日
、

喜
多
の
工
業

国
地
緑
地
帯
で
清
掃
作
業
に

取
り
組
ん
だ
。

財
団
法
人

・

舞
鶴
市
花
と
緑
の
公
社
の
委

託
を
受
け
、

夏
の
強
い
日
差

し
が
照
り
つ
け
る
中
、

利
用

者
と
戦
員
の
十
三
人
が
植
え

込
み
の
草
取
り
な
ど
に
汗
を

流
し
た
。

陶
芸
や
額
縁
な
ど
自
主
製

品
づ
く
り
を
す
る
ほ
か
に
、

市
内
の
事
業
所
な
ど
か
ら
仕

事
を
受
け
て
い
る
。

新
し
い

仕
事
の
開
拓
を
す
る
中
で
、

同
公
社
か
ら
今
年
初
め
て
緑

地
帯
の
清
掃
作
業
を
、

六
月

と
八
月
、

十
月
の
三
回
の
契

約
で
受
け
た
。　
　
　
　
・

夏
の
炎
天
下
で
の
作
業
と

な
る
こ
と
か
ら
、

体
調
の
い

1938

い
利
用
者
十
人
が
作
業
に
あ

た

っ
た
。

工
業
国
地
横
の
緑

地
帯
で
、

下
草
の
草
取
り
や

植
え
込
み
に
か
ら
ま

っ
た
蔓

草
を
取
り
、

職
員
ら
が
草
刈

り
機
を
扱

っ
た
。

水
分
補
給

と
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、

五

日
の
午
前
中
で
作
業
を
終

え
、

集
め
た
草
は
清
掃
事
務

所

へ
運
ん
だ
。

受
講
者
を
募
る
″

園

芸

福

祉

士

初
級
養
成
講
座

Ｎ
Ｐ
①
法
人

・
日
本
国
芸

福
祉
普
及
協
会
と
財
団
法

人

・
舞
鶴
市
花
と
緑
の
公
社

は
、

初
級
園
芸
福
祉
士
養
成

講
座
を
九
月
か
ら
開
講
す

る
。

受
講
者
を
募

っ
て
い
る
。

同
講
座
で
は
、

環
境
保
全

を
は
じ
め
、

地
域
づ
く
り
や

高
齢
者
福
祉
な
ど
に
園
芸
を

活
か
す

「園
芸
福
祉
」
活
動

に
関
わ

る
人
材
を
養
成
す

る
。

京
都
精
華
大
学
の
協
力

で
、

北
部
会
場
と
し
て
舞
鶴

市
内
で
開
催
が
決
ま

っ
た
。

受
講
修
了
者
に
は
同
福
祉
士

の
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ

る
。前

期
は
九
月
十
日
午
後

一

時
か
ら
園
芸
福
祉
概
論
な
ど

（会
場

・
市
商
工
観
光
セ
ン

タ
ー

）
、

十

一
日
午
前
十
時

か
ら
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

⌒会
場

・
市
政
記
念
館
）
、

後
期
は
十
月
十
五
日
午
前
十

一
時
か
ら
モ
デ
ル
ガ
ー
デ
ン

実
習

公
ム
場

・
舞
鶴
自
然
文

化
園
）
、

同
月
十
六
日
午
前

九
時
半
か
ら
福
祉
施
設

・
病

院
機
関
で
の
活
動

（会
場
は

同
じ
）
。

受
講
費
用
は
三
万
六
千
六

百
円
。

定
員
は
約
四
十
八
人

⌒先
着
順
）
。

申
し
込
み
先

は
備
え
付
け
の
中
込
書
で
同

9月開講

草取りをする「みずなぎ学園」利用者ら

き
る
ア
ノ
を
彦
″
′力
と
、夕
こ

ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
、

運
転
手
を
務
め
る
杉
山
の
松

岡
清
二
さ
沈

（５８
）
に
、

登

尾
の
同
小

一
年
の
日
向
花
愛

さ
ん
が
花
束
を
贈
っ
た
。

最

後
に
前
川
会
長
や
江
守
光
起

マ
ー
‥
ヲ
ャ
，い
―
，‐
‥
、イ　
　
一ｉ

日
ま
で
に
予
約
を
受
け
、

乗

容
が
乗
る
区
間
、

使
だ
け
を

走
ら
せ
る
予
約
制
を
と
る
。

東
駅
方
面
に
向
か
う
乗
客
が

い
な
い
場
合
は
、

基
本
的
に

若
浦
中
学
校
ま
で
の
区
間
を

公
社

（ａ
６８

・
１
１
８
７
）

へ
。

（∪
容
０
７
５
・５
８
２
・

一的匁脚数ばい聴知雑玖．

小
さ
な
花

の
絵
画
展

二
十

一
日
ま
で
福
知
山
駅
前
エ

の
喫
茶
＆
ぶ
ち
ぎ

ゃ
ら
，
―

「
フ
ア
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
」

⌒
容
０
７
竹
３

・
２２

・
０
１

０
１
、

福
知
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

内
）
で
。

福
知
山
市
在
住
の

田
野
島
美
弥
子
さ
ん
が
作
品

を
展
示
し
て
い
る
。

時
間
は

午
前
十
時
～
午
後
八
時
、

最

終
日
は
午
後
五
時
ま
で
。

十

一
、

十
五
、

二
十
日
に
会
場

に
い
る
。

入
場
無
料
。

第
２２
回

「
親
と
子
の
お

天
気
教
室
」

全
気
象
労
働

組
合
舞
鶴
分
会

⌒盛
岡
護
執

行
委
員
長
）
が
二
十
七
日
午

前
十
時
～
正
午
、

下
福
井
の

舞
範
港
湾
合
同
庁
舎
五
階
で

開
催
す
る
。

小
学
生
と
，そ

の

親
を
対
象
に
簡
単
な
科
学
実

験
、

舞
鵠
海
洋
気
象
台
の
見

学
、

夏
休
み
の
お
天
気
表
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
。

無
料
。

（∪
谷
７６

・
４
１
１
１
一
同
分

〈〓。お

盆

期

間
中

の

ご
み

・
し
尿
収
集

お
盆
期
間
の
ご
み

。
し
尿

の
収
集
は
次
の
通
り
。

【可
燃
ご
み
一
１４
、

・５
日
休

み
。【不

燃
ご
み
一
１３
、

Ｍ
、

・５

日
休
み
。

た
だ
し
、

１５
日
の

収
集
は
２。
日
に
変
更
。

【粗
大
ご
み
】
姥
～
１７
日
休

み
。【し

尿
】
・３
～
崎
日
休
み
。

【清
掃
事
務
所
一
平
常
通
り

で
、

ご
み
の
持
ち
込
み
は
午

前
８
時
半
～
午
後
４
時
ま

で
。【リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
】
平

常
通
り
で
、

ご
み
の
持
ち
込

み
は
午
前
８
時
半
～

午
後
４

時
ま
で
。

た
だ
し
、

１３
、

・４

日
の
ご
み
の
持
ち
込
み
は
、

事
前
に
電
話
予
約

（
公
６４

・

７
２
２
２
、

平
日
午
前
８
時

半
～
午
後
４
時
半
）
が
必
要
。

（の
公
６６

・
１
０
０
５
、

市

生
活
環
境
課
。

に
～

道

Ｔ

八
月
〔

月
間
」
ド

通
省
福
柿

所
の

習

卜
」
の
・

七
日
、

一

ン
タ
ー
一

挙
貝
　
⌒優映
一

野
崎
洋
一

賞
状
が
一
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